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[序論]光無線給電は従来の電磁誘導型の無線給電方式に対して長距離化、小型化が期待でき

る。本実験では半導体レーザと固体レーザを使用し、長距離( 50 m )の伝送実験を行った。 

[実験方法]( 実験 1 )830 nmの半導体レーザと GaAs太陽電池( バンドギャップ波長 

876 nm )を準備し、レーザと太陽電池の距離 Lを 0.5 m, 5 mとして光電変換効率を測定し

た。( 実験 2 ) 609 nmの固体レーザと GaInP太陽電池( バンドギャップ波長 652 nm )を準

備し、Lを 10 m , 30 m , 50 mと変化させてその光電変換効率を測定した。 

[結果と考察]( 実験 1 )GaAs太陽電池のレーザ入射強度依存性を図 1に示す。L = 0.5 mの

場合と比較して L = 5 mの変換効率は約 7 %低かった。これは長距離化に伴い半導体レー

ザビームが発散し GaAs太陽電池に集光できない光が増えた為である。 

( 実験 2 )609 nmの固体レーザ(発散角 = 0.05度)を用いた GaInP太陽電池の変換効率のレ

ーザ入射強度依存性を図 2に示す。レーザ入射強度が 80 mW未満では L = 10 mの場合が

最も高い変換効率を示していた。レーザ入射強度が 80 mW以上では L = 30 m, 50 mの場

合と比較して L = 10 mの変換効率が大きく低下した。これは、レーザ入射強度が 80 mW

以上では、Lの値が小さいほどレーザ入射強度密度が高くなり、太陽電池の温度上昇によっ

て曲線因子 FFが低下した為と考えられる。 
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図 1. 変換効率 vs レーザ光強度     図 2. 変換効率 vs レーザ光強度 

( GaAs太陽電池, 830 nm照射 )     ( GaInP太陽電池, 609 nm照射 ) 
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